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情報活用１級 

問題４ 次のコンピュータ利用に関する記述に該当する適切な字句を解答群から選べ。 

 

(1) 詳細な顧客情報をデータベース化し，顧客との関係を管理する。顧客に最適なサー

ビスを迅速に提供することで顧客満足度を高め，顧客ロイヤルティの最適化に結び

つけるための手法である。 

 

(2) 営業活動に IT を活用して営業の効率と品質を高め，売上・利益の増加を目指す営

業支援システムである。営業社員は社外での業務が多く，スケジュールや営業活動

を管理しにくい場合が多い。そのためモバイル端末などを活用し，営業活動の生産

性を向上させる。 

 

(3) 部品や資材の調達から製品の生産，流通，販売までの企業間を含めたモノの流れ

を適切に計画・管理し，納期短縮，在庫コストや流通コストの削減など実現しよう

とする管理手法である。 

 

(4) 電気通信事業者が保有する IP ネットワークを利用して構築した，仮想施設通信網

のことである。複数の利用者が同じネットワークを利用しても，それぞれが独自の

専用線を保有しているかのように利用できる。 

 

(5) 専門知識をコンピュータで利用できる形にして蓄え，それらを組み合わせて推論

することで，人間の専門家に代わって判断を行ったり，利用者の推論や判断を支援

するシステム。 

 

(6) テキストやグラフィックなどのさまざまなデジタル・コンテンツを収集，登録し

て統合的に管理し，更新・配信する仕組み，またはそれを実現するソフトウェアで

ある。文書作成者は HTML コードを意識することなく，コンテンツ更新が可能となり，

Web ページのデザイン上のクオリティにも一貫性を持たせることができる。 

 

(7) 企業の様々な活動を介して得られた過去から現在までの大量のデータを発生した

順に蓄積したデータベース。 

 

(8) データベースに蓄積されている大量の生データに対し，統計やパターン認識など

の手法を用いることによって，その中にひそむ法則や因果関係などを導き出すこと。

ある商品と一緒に購入されることの多い商品を調べたり，顧客に応じた商品を推薦

する。 
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情報活用１級

(1) ～ (4) の解答群 

ア．CSF     イ．CRM  

ウ．IP-VPN   エ．SCM 

オ．SFA     カ．SLA 

キ．VoIP    ク．インターネット VPN 

 

(5) ～ (8) の解答群 

ア．CMS     イ．CSR 

ウ．エキスパートシステム エ．グリットコンピューティング 

オ．データウェアハウス  カ．データマイニング 

キ．データマッピング  ク．ユビキタスコンピューティング 
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情報活用１級 

問題５ 次の暗号化技術に関する記述中の  (1)  に入れるべき適当な字句を解答群か

ら選べ。 

 

インターネット上を流れるデータは，常に  (1)  ，  (2)  ，  (3)  といっ

た脅威にさらされている。暗号化技術を利用することにより，かなりの部分までこれ

らの脅威を軽減することができる。 

 

  (1)  の対策として暗号化がある（図１）。暗号化方式もいくつかあるが，いず

れの方式でも暗号化したメッセージは，悪意のある人が  (1)  したとしても，復

号するかぎを知らない限り，メッセージの内容を知られることはない。 

 

平文 暗号文 暗号文 平文

暗号化かぎ 復号かぎ

送信 受信

通信回線

図１ 暗号方式 

 

ディジタル署名を行うことによって，文書が送信途上で  (2)  されていないこ

とと  (3)  を発見できる。 

ディジタル署名では図２のように平文をハッシュ化したハッシュ値１を  (4)  

で暗号化して平文とともに送る。受信側では送られた暗号文を  (5)  で復号した

ものと，送られた平文からハッシュ化したハッシュ値２を比較し，一致していれば送

信者が確定できる。一致していなければデータ送信中の  (2)  が発見できること

になる。 

代表的なハッシュ関数として，128 ビットの「ハッシュ値」を生成する  (6)  が

ある。 

 送信 受信
平文

ハッシュ値１

＋

平文

＋

ハ
ッ
シ
ュ

関
数

ハッシュ値２

比較

ハッシュ関数

で暗号化(4) で復号(5)

暗号文

暗号文

ハッシュ値１
送信 受信

 

 

図２ ディジタル署名 
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しかし，悪意のある人が暗号化／復号のかぎのペアを生成することも可能であり，

「秘密かぎ」を持っている唯一の人が正当な送信者と断定できなくなる。そこで正当

な送信者は，信頼できる  (7)  に事前に申請し，その機関の発行するディジタル

証明書を送信することで正当性を証明する。 

 

(1) ～ (3) の解答群 

ア．ウィルス イ．改ざん ウ．侵入 エ．盗聴 

オ．なりすまし カ．ピッキング 

 

(4) ，(5) の解答群 

ア．受信者の「公開かぎ」 イ．受信者の「秘密かぎ」 

ウ．送信者の「公開かぎ」 エ．送信者の「秘密かぎ」 

 

(6) ，(7)の解答群 

ア．CA  イ．CBT  ウ．MD5  エ．MP3 

オ．SHA1  カ．TA  キ．TLS 
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問題を読みやすくするために， 

  このページは空白にしてあります。
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問題６ 次の表計算ソフトの記述を読み，各設問に答えよ。 

 

この問題で使用する関数および表計算ソフトの仕様は次のとおりである。 

COUNTIF 関数 

 範囲の中から条件に一致するセルの個数を返す。 

 書式：COUNTIF（範囲，条件） 

 

INDEX 関数 

範囲の中から行位置と列位置で指定したセルの値を返す。なお，行位置と列位置

は１から始まる。 

書式：INDEX(範囲，行位置，列位置) 

 

IF 関数 

 条件式が真であれば真の場合の処理，偽であれば偽の場合の処理をする。 

 書式：IF（条件式, 真の場合の処理, 偽の場合の処理） 

 

ISNUMBER 関数 

テスト対象の値が数値であれば真（TRUE）を返し，数値でなければ偽（FALSE）を

返す。 

 書式：ISNUMBER（テスト対象） 

 

RANK 関数 

範囲内の数値を並べたときに何番目になるかを返す。順序は，降順の場合は 0，

昇順の場合は 1 を設定する。 

書式：RANK（検査値，範囲，順序） 

 

SUM 関数 

 範囲の中に含まれる数値の合計を返す。 

 書式：SUM（範囲） 

 

式 

=に続けて計算式や関数などを入力する。 

 

 

セル番地の参照 

セル番地に$を付けることで，絶対番地（絶対参照）を表す。 
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Ｊ市では高校駅伝大会の市内予選会を行った。予選の結果を集計するため，表計算

ソフトを使用した。 

駅伝大会の予選会は，市内にある10校から6名ずつ選手をエントリーさせ，上位4名

のタイムを合計した合計タイムで競う。県大会へは，合計タイムの早い順に上位4校が

進める。 

なお，競技を途中で棄権する選手が3名以上になった高校は失格となる。 

 

各選手のタイムを入力するため，次の予選タイム入力表を利用する。 

 

表１ 予選タイム入力表 

 

 

この表は団体番号と選手番号の昇順に並んでいる。団体番号とは高校ごとに付けた

番号であり，団体ごとに１から６までの連番を使って選手番号とする。選手のゼッケ

ンには，団体番号と選手番号を合わせた4桁の数字が記載される。 

D列のタイムは，所要時間を"時：分：秒"の形式で入力する。途中で棄権した場合は

"棄権"と入力する。なお，時間形式のデータは数値として扱われる。 
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表１の予選タイム入力表に入力されたデータをもとに，次の集計表を作成する。 

 

表２ 集計表 

 

B列のデータ開始行は，表１の予選タイム入力表の中で，各団体のデータが何行目か

ら始まるかを表示したものである。 

C列～H列は，各校の選手の記録をC列からH列に向かってタイムの早い順に表示する。 

I列は上位4名のタイムを合計する。ただし，棄権が3名以上の場合は"失格"と表示す

る。 

J列は合計タイムの早い順に順位を表示する。失格の場合は"－"を表示する。 

なお，C列～I列の時刻はシリアル値を時刻形式で表示している。 

 

＜設問１＞ 次のデータの並べ替えに関する記述中の  (1)  に入れるべき適切な字

句を解答群から選べ。 

 

表２の集計表の C 列～H 列は，高校ごとにタイムの早い順に表示するため，表１を

並べ替える。並べ替えのキーは，  (1)  の順番に設定する。 

 

(1) の解答群 

ア．タイムの昇順，団体番号の昇順 

イ．タイムの昇順，団体番号の昇順，選手番号の昇順 

ウ．団体番号の昇順，選手番号の昇順，タイムの昇順 

エ．団体番号の昇順，タイムの昇順 
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＜設問２＞ 次の集計表のデータ開始行に関する記述中の  (1)  に入れるべき適切

な字句を解答群から選べ。 

 

B列は，A列の団体番号が表１の予選タイム入力表のA列の中で最初に出現する行位置

を表示するため，セルB3に"2"を入力し，セルB4に次の式を入力し，セルB5～B12に複

写する。 

=   (2)   

 

(2) の解答群 

ア．B$3 + 6    イ．B3 + 6 

ウ．B$3 + 8    エ．B3 + 8 

 

 

＜設問３＞ 次の集計表のタイム表示に関する記述中の  (1)  に入れるべき適切な

字句を解答群から選べ。 

 

C列～H列は，団体ごとに選手のタイムを早い順番に表示する。各選手のタイムは表1

を学校ごとにタイムの昇順に並び替えた後の予選タイム入力表を参照するため，セル

C3に次の式を入力し，セルD3～H3およびセルC4～H12まで複写した。 

= INDEX(予選タイム入力表!  (3)  ,   (4)  , 1) 

 

(3) , (4) の解答群 

ア．B3 + C2 - 1    イ．B$3 + $C2 - 1 

ウ．$B3 + C$2 - 1   エ．$B3 + $C2 - 1 

オ．D1:D61    カ．D$1:D$61 

キ．$D1:$D61    ク．$D$1:$D$61 

 

 

＜設問４＞ 次の集計表の合計タイムの表示に関する記述中の  (1)  に入れるべき

適切な字句を解答群から選べ。 

 

I列は，上位4名のタイムを合計する。ただし，棄権者が3名以上であれば"失格"と表

示するため，セルI3に次の式を入力し，セルI4～I12に複写した。 

= IF(  (5)  >2, "失格",   (6)  ) 

 

(5) , (6) の解答群 

ア．COUNTIF(C3:F3,"棄権")  イ．COUNTIF(C$3:F$3,"棄権") 

ウ．COUNTIF(C3:H3,"棄権")  エ．COUNTIF(C$3:H$3,"棄権") 

オ．SUM(C3:F3)    カ．SUM(C$3:F$3)  

キ．SUM(C3:H3)    ク．SUM(C$3:H$3) 
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＜設問５＞ 次の集計表の順位の表示に関する記述中の  (1)  に入れるべき適切な

字句を解答群から選べ。 

 

J列は，合計タイムの順位を表示する。ただし，失格の高校には"－"を表示するため，

セルJ3に次の式を入力し，セルJ4～J12に複写した。 

= IF(  (7)  ,   (8)  , "－") 

 

(7) , (8) の解答群 

ア．COUNTIF(C3:H3, "棄権") > 2  イ．COUNTIF(C$3:H$3, "棄権") > 2 

ウ．ISNUMBER(I3)    エ．ISNUMBER(I$3) 

オ．RANK(I$3, I3:I12, 0)  カ．RANK(I3, I$3:I$12, 0) 

キ．RANK(I$3, I3:I12, 1)  ク．RANK(I3, I$3:I$12, 1) 

 

 

 

 



 
18 

情報活用１級 

 

 




